
第２章
俳句の鑑賞

ここでは俳句を詠むための鑑賞方を学びます。
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第２章
～俳句の鑑賞～

第２章では、俳句を鑑賞するためのポイントを説明
してゆきます。



この三つのポイントを中心に説明してゆきます。

俳句鑑賞とは

「起こり」 「歴史」 「展開」
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第２章
～俳句の鑑賞～
No３ 俳句の展開

現代の俳句の形を成したのは正岡子規と
言われ、その後に高浜虚子や河東碧梧桐
らが新しい世界を開き今に至っています。



俳句の展開とは？

江戸時代に芭蕉により定着した俳句は、明治
の文明開化と共に子規により大きく変革され、
現代に至ります。
この間にさまざまな試みが繰り広げられ有季
定型にとどまらず、自由律俳句などが今でも
時代の変化に伴い柔軟な形を模索しながら
展開されています。

自由律俳句とは、河東碧梧桐や荻原井泉水が確立したと言われ、その後、
種田山頭火や尾崎放哉らが有名となり現代まで人気を博しています。
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例句

分け入つても分け入つても青い山 （山頭火）

句の解釈

季語は無く、無季句。

いくら草村の中を先へ進もうとしても、そこには青い山が立ちはだかるばかりでちっとも

先へ進めない。己のはがゆさを大自然に置き換えて詠んでいます。

種田山頭火は自由律俳句で有名な俳人。尾崎放哉と共に自由
律俳句で有名。



それでは次回は～俳句の実践～です。お楽し
みに！
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